
 

 

普及項目 担い手 

漁業種類等 養殖 

対象魚類 ヒトエグサ 

対象海域 八代海 

 

ヒトエグサ生産者と地元高校生をつなげた市民勉強会での講演 
                      天草広域本部水産課・長山 公紀 

 

【背景・目的】 

天草郡苓北町で活動する天草苓北創新塾は、地域住民間の異業種交流や新しい知識の

習得のために毎月 1回講師を招聘して勉強会を開催している。この会で講演を行うこと

によって、地域住民に漁業の現状を PR するとともに、漁業者と地域住民の新しいつな

がりを創出し、漁業後継者育成にも寄与することを目的とした。 

 

【普及の内容・特徴】 

（１）天草苓北創新塾での講演 

  日時：令和元年（2019年）8月 21 日 

場所：苓北町志岐集会所 

参加者：苓北町、天草市等の地域住民約 10名 

概要：①タイトル「天草の水産業の現状と展望」 

   ②内容：天草地区を含めた熊本県の漁業生産、漁業種類の他、天草管内の高

校と天草地区漁業士会が連携した環境保全や漁業体験の取り組み等について

講演した。 

（２）講演会受講者への漁業士の紹介とヒトエグサ養殖関連資料の提供 

講演会には牛深高校の家庭科教諭が参加しており、10 月に開催する文化祭で地

元産ヒトエグサを使ったメニューの販売、養殖状況などをまとめた展示を計画して

いた。養殖状況を聞き取る生産者を探しているとのことであったため、ヒトエグサ

養殖を営む漁業士を紹介するとともに、水産研究センターが持つ関連資料の提供も

行った。 

 

【成果・活用】 

 講演会をきっかけに牛深高校と漁業士の接点ができ、10月 26 日に開催された文化祭

では、漁業士から提供されたヒトエグサを使ったあおさ汁、ピザ等が販売されたことで、

地元高校生によるヒトエグサの PRに繋がった。 

また、ヒトエグサ養殖の流れを学生がまとめたポスターが展示されたが、文化祭に招

待された漁業士は、若い世代に対してヒトエグサ養殖の PRができたと喜んでいた。 

今後とも、高校生が漁業士とともに地元漁業の PRに関わることで漁業を身近に感じ、

「地元の産業を盛り立てる」という意志で漁業を志す人材の育成につながるように支援

を続けていきたい。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 天草苓北創新塾での講演内容 

図２ 牛深高校文化祭で掲示された 

ヒトエグサ養殖の紹介 

図３ 牛深高校文化祭でのあおさ汁販売  

図４ 牛深高校の取り組みを紹介した地元紙 

（10月 25日 熊本日日新聞） 


